
は
じ
め
に

本
稿
は
、『
大
衆
文
化
』
第
23
号
（
二
○
二
○
年
九
月
）
に
掲
載
さ
れ
た

論
文
「
江
戸
川
乱
歩
「
孤
島
の
鬼
」
の
着
想
を
巡
っ
て
」
の
補
遺
で
あ
る
。

「
江
戸
川
乱
歩
「
孤
島
の
鬼
」
の
着
想
を
巡
っ
て
」
で
は
、
一
九
二
七
年
～

二
八
年
に
か
け
て
乱
歩
が
三
重
県
～
和
歌
山
県
を
旅
し
た
事
実
に
着
目
し
、

特
に
紀
州
沿
岸
風
景
と
古
座
浦
の
九
龍
島
が
長
編
第
一
作
「
孤
島
の
鬼
」

着
想
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
経
緯
を
跡
付
け
、
ま
た
桑
名
の
財
閥
・
諸
戸
家
の

二
代
目
当
主
が
主
要
登
場
人
物
の
名
前
の
由
来
で
は
な
い
か
と
い
う
推
察

の
蓋
然
性
を
追
究
し
た
。
今
回
は
、
先
回
の
論
文
の
後
に
判
明
し
た
新
た
な

資
料
の
分
析
に
加
え
、
和
歌
山
県
古
座
～
串
本
地
域
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
実
施
し
、
さ
ら
な
る
調
査
を
行
っ
た
結
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一
、
雑
誌
『
朝
日
』
創
刊
号
の
電
報

「
孤
島
の
鬼
」
第
一
回
が
掲
載
さ
れ
た
博
文
館
の
大
衆
雑
誌
『
朝
日
』
創

刊
号
（
一
九
二
九
年
一
月
号
）
に
は
、「「
朝
日
」
が
世
に
出
る
ま
で
」
と

い
う
記
事
が
あ
り
（
図
１
）、「
孤
島
の
鬼
」
第
一
回
執
筆
当
時
、
江
戸
川

乱
歩
か
ら
森
下
雨
村
に
送
ら
れ
た
電
報
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
。
印
刷
が

か
す
れ
て
い
る
た
め
判
読
し
辛
い
が
、
森
下
雨
村
研
究
者
の
湯
浅
篤
志
氏
、

並
び
に
藤
原
正
明
氏
が
解
読
を
ほ
ど
こ
し
、
当
方
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
文
面
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ア
ン
ヲ
カ
エ
ル
コ
ト
三
ド

　

」
サ
ク
ヤ
ヤ
ツ
ト
ミ
ト

ホ
シ
ツ
ク
」
一
カ
イ
ブ　

ン
ア
ス
キ
ツ
ト
オ
ク
ル
」

ク
シ
ン
サ
ン
タ
ン
オ
サ
ツ

シ
ヲ
コ
フ
」
ヒ
ラ
ヰ

（
読
み
下
し
文
）「
案
を
変
え
る
こ
と
三
度　

昨
夜
や
っ
と
見
通
し
つ

く
一
回
分
明
日
屹
度
送
る　

苦
心
惨
憺
御
察
し
を
乞
う　

平
井
」。

さ
ら
に
藤
原
氏
の
精
査
に
よ
り
、
こ
の
電
報
の
発
信
局
が
「
マ
ト
ヤ
」

江
戸
川
乱
歩
「
孤
島
の
鬼
」
の
着
想
を
巡
っ
て
（
補
遺
）

小　

松　

史
生
子
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と
読
め
る
こ
と
か
ら
、
乱
歩
は
電
報
発
信
時
に
三
重
県
志
摩
市
磯
部
町
的

矢
の
近
辺
に
滞
在
し
て
お
り
、
記
事
本
文
の
「
遙
か
伊
勢
灣
の
離
れ
小
島

へ
蟄
居
す
る
こ
と
數
週
間
」
と
あ
る
「
離
れ
小
島
」
は
的
矢
湾
に
浮
か
ぶ

渡わ
た
か
の
じ
ま

鹿
野
島
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
た
っ
た
。
渡
鹿
野
島
は
江
戸
時
代

か
ら
売
春
業
が
行
わ
れ
て
い
た
島
で
、
昭
和
の
時
代
に
入
っ
て
も
「
は
し

り
が
ね
」
と
呼
ば
れ
る
水
夫
相
手
の
女
郎
が
い
た
場
所
で
あ
る
。
乱
歩
は

鳥
羽
造
船
所
に
就
職
し
て
い
た
し
、
ま
た
友
人
で
あ
っ
た
鳥
羽
の
民
俗
学

者
・
岩
田
準
一
に
は
『
志
摩
の
は
し
り
が
ね
』（
一
九
四
〇
年
）
と
い
う
著

作
が
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
も
、
渡
鹿
野
島
の
存
在
は
知
っ
て
い
た
に
違

い
な
い
。

ま
た
、電
報
の
消
印
が
十
月
で
あ
る
こ
と
（
日
付
は
判
読
で
き
な
い
）
と
、

『
朝
日
』
創
刊
号
の
発
売
日
が
一
九
二
八
年
十
二
月
三
日
な
い
し
は
四
日
で

あ
っ
た
ら
し
い
事
実(1)と
を
突
き
合
わ
せ
る
と
、
小
説
の
第
一
回
を
博
文
館

へ
送
っ
た
の
は
遅
く
と
も
十
月
末
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
い
う
見
当
に
な

る
。
先
の
論
文
で
は
、
昭
和
天
皇
の
伊
勢
神
宮
へ
の
参
詣
が
十
一
月
二
十

日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
頃
乱
歩
が
こ
の
あ
た
り
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
が
、
藤
原
氏
の
ご
教
示
に
よ
り
戸
田
文
明

「
昭
和
大
礼
と
京
都
府
警
備
」（『
四
天
王
寺
大
学
紀
要 

第
61
号
』 

二
○
一
六

年 

三
月
）
を
参
照
す
る
と
、「
大
礼
特
別
警
戒
期
間
は
、
六
月
一
日
か
ら

九
月
二
五
日
を
準
備
期
、
九
月
二
六
日
か
ら
一
一
月
三
〇
日
を
実
施
期
に

分
け
ら
れ
る
」（
八
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
記
述
に
基
づ
き
、
一
九
二
八
年
の

伊
勢
新
聞
を
確
認
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
十
一
月
五
日
の
記
事
に
「
お
と

な
し
い
京
都
も
今
で
は
目
ぐ原

文
マ
マる

ま
し
い
賑
ひ
方　

探
照
灯
電
飾
の
は
ち
合

ひ
で　

寝
も
せ
ず
活
動
す
る
の
は
警
備
係
と
思
想
係
」
と
い
う
見
出
し
で

以
下
の
よ
う
な
報
道
が
あ
る
の
を
発
見
し
た
。

さ
ら
に
物
々
し
い
の
は
、
大
礼
警
衛
本
部
の
思
想
関
係
方
面
の
活
動

図 1　『朝日』創刊号（1929年 1月）の「朝日が世に出るまで」
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部
で
内
務
省
保
安
局
か
ら
は
友
部
保
安
課
長
が
三
十
名
の
先
発
課
員

を
引
具
し
て
京
都
府
新
□
舎
三
階
に
陣
取
り
も
う
一
ケ
月
も
前
か
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

盛
ん
に
活
躍
中
の
大
津
警
務
官
と
共
に
「
こ
つ
ち
の
仕
事
は
夜
が
本

格
ぢ
や
」
と
ば
か
り
不
眠
不
休
皿
の
や
う
な
目
玉
を
ぎ
よ
ろ
つ
か
せ

て
ゐ
る　
（
傍
点
は
論
者
）

こ
う
し
た
資
料
か
ら
、
親
謁
の
儀
の
約
一
ヶ
月
前
あ
た
り
か
ら
既
に
警

戒
態
勢
が
京
都
～
伊
勢
周
辺
に
実
施
さ
れ
た
ら
し
い
事
実
が
判
明
し
た
。

こ
の
警
戒
態
勢
は
、
当
然
な
が
ら
伊
勢
に
隣
接
す
る
鳥
羽
～
志
摩
付
近
に

も
延
ば
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。「
孤
島
の
鬼
」
第
一
回
が
十
月
末
あ
た

り
に
志
摩
の
的
矢
で
完
成
を
み
た
な
ら
ば
、
こ
の
警
戒
態
勢
に
乱
歩
と
岩

田
は
引
っ
か
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

と
す
る
と
、
岩
屋
島
の
モ
デ
ル
は
九
龍
島
で
は
な
く
、
鳥
羽
湾
や
的
矢

湾
に
浮
か
ぶ
い
ず
れ
か
の
島
な
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
念
も
湧
く
。
し

か
し
、
お
そ
ら
く
は
完
成
稿
を
も
の
す
る
ま
で
の
数
週
間
の
間
に
、
船
で

あ
ち
こ
ち
と
放
浪
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
第
一
回
を
入
稿
し
た
後

も
し
ば
ら
く
は
旅
を
続
け
、
志
摩
か
ら
さ
ら
に
南
下
し
て
新
宮
近
辺
を
再

訪
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、た
と
え
第
一
回
完
成
稿
は
的
矢
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
先
年
訪
れ
た
紀
州
沿
岸
の
風
景
が
想
起
さ
れ
て
モ
デ
ル
と

な
っ
た
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
の
で
、
や
は
り
和
歌
山
県
沖
の
九
龍
島
は

「
孤
島
の
鬼
」
の
岩
屋
島
の
モ
デ
ル
と
し
て
依
然
候
補
に
数
え
ら
れ
よ
う
。

二
、
紀
州
沿
岸
の
奇
岩
風
景
と
ア
ル
セ
ー
ヌ
・
ル
パ
ン

九
龍
島
は
、
無
人
島
で
あ
る
。
黒
島
と
も
表
記
さ
れ
、
古
文
献
に
そ
の

名
が
み
え
る
こ
と
は
、
既
に
先
回
の
論
文
で
指
摘
し
た
。

こ
の
た
び
、
湯
浅
篤
志
氏
か
ら
新
た
に
松
川
二
郎
『
近
畿
日
が
へ
り
の

行
楽
』（
大
文
館
書
店　

一
九
三
五
年
十
月
）
と
い
う
資
料
を
紹
介
い
た
だ

い
た
。
こ
れ
は
当
時
の
観
光
案
内
書
の
類
で
、「
ぐ
ろ
じ
ま
」
と
い
う
表
記

で
九
龍
島
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
岩
田
準
一
研
究
者
の
森
永
香
代
氏
か
ら
は
、
南
方
熊
楠
に
よ
る

「
南
方
二
書(2)」
に
黒
島
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
ご
教
示

が
あ
り
、『
南
方
熊
楠
全
集
』
第
七
巻
（
平
凡
社　

一
九
七
一
年
八
月
）
に

よ
っ
て
「
ご
承
知
の
古
座
浦
の
黒
島
も
、
こ
の
稲
積
と
並
ん
で
タ
ニ
ワ
タ

リ
の
名
所
な
り
。
小
生
八
年
前
行
、
同
島
植
物
片
っ
ぱ
し
か
ら
採
り
し
に
」

と
い
う
文
面
を
確
認
し
た
。

こ
う
し
た
資
料
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
は
、
乱
歩
が
紀
州
沿
岸
を
訪
れ
た

当
時
に
お
い
て
、
九
龍
島
は
か
な
り
著
名
な
島
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
で

あ
る
。
と
す
れ
ば
、
乱
歩
が
放
浪
時
に
こ
の
島
に
渡
っ
た
か
も
し
れ
な
い

可
能
性
は
高
い
。
や
は
り
一
度
、
九
龍
島
へ
自
ら
渡
っ
て
確
か
め
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
森
永
香
代
氏
に
同
行
い
た
だ
き
、
二
○
二
○
年
十

二
月
十
八
日
～
二
十
日
に
か
け
て
、
新
宮
～
勝
浦
～
串
本
と
紀
州
沿
岸
へ

赴
き
、
九
龍
島
の
踏
査
に
踏
み
切
っ
た
。
以
下
は
、
そ
の
踏
査
の
記
録
で

あ
る
。

現
在
、
名
古
屋
か
ら
新
宮
ま
で
は
、
特
急
く
ろ
し
お
で
約
三
時
間
半
。
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午
前
十
時
に
名
古
屋
駅
を
発
て
ば
、
午
後
一
時
三
十
分
あ
た
り
に
新
宮
駅

に
到
着
す
る
。「
孤
島
の
鬼
」を
乱
歩
が
執
筆
し
て
い
た
当
時
に
比
べ
れ
ば
、

雲
泥
の
差
の
ス
ピ
ー
ド
だ
。

車
窓
か
ら
は
、
三
重
県
尾
鷲
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
海
の
眺
め
が
チ
ラ
チ
ラ

と
見
え
は
じ
め
る
。
鳥
羽
や
志
摩
の
湾
の
多
い
海
に
比
べ
る
と
、
新
宮
以

南
の
和
歌
山
沖
は
遥
か
な
外
洋
に
面
し
、
巨
岩
や
奇
岩
が
多
く
、
峩
々
と

し
て
雄
大
な
景
色
が
広
が
る
。
実
際
に
現
地
の
風
景
に
接
す
る
と
、「
パ
ノ

ラ
マ
島
奇
談
」
の
よ
う
な
中
編
の
作
品
世
界
に
は
本
土
に
近
い
穏
や
か
な

湾
を
擁
す
る
鳥
羽
や
志
摩
が
ふ
さ
わ
し
い
が
、「
孤
島
の
鬼
」
の
よ
う
な
大

長
編
で
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
作
品
世
界
に
は
、
外
洋
に
面
し
て
荒
波
の
打

ち
寄
せ
る
奇
岩
の
宝
庫
な
紀
州
沿
岸
風
景
の
方
が
ぴ
っ
た
り
く
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
と
い
う
思
い
が
強
く
な
る
。

特
に
、「
孤
島
の
鬼
」
は
「
パ
ノ
ラ
マ
島
奇
談
」
と
異
な
り
、
奇
岩
に
つ

い
て
の
描
写
が
文
中
に
頻
発
し
、
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
乱
歩
の
想
像
力
に
働
き
か
け
た
何
ら
か
の
現
実
の
風
景
の
存
在
が

推
察
さ
れ
る
の
だ
。
そ
も
そ
も
紀
州
沿
岸
は
、
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
と
フ
ィ

リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
せ
め
ぎ
あ
い
な
が
ら
沈
み
込
む
接
地
で
、
そ
こ
に

マ
ン
ト
ル
の
一
部
が
溶
け
だ
し
た
マ
グ
マ
が
合
流
し
て
土
砂
の
堆
積
層
を

急
角
度
で
押
し
上
げ
、
そ
れ
が
冷
却
固
結
し
て
一
体
化
し
、
多
く
の
巨
岩

や
奇
岩
を
生
み
出
し
た
。
特
に
新
宮
～
串
本
に
か
け
て
の
沿
岸
に
は
観
光

名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
奇
岩
が
多
く
、
た
と
え
ば
神
倉
神
社
の
御
神
体
と

な
っ
て
い
る
ゴ
ト
ビ
キ
岩
（
新
宮
市
）、
古
座
川
の
一
枚
岩
（
古
座
市
）、

荒
船
海
岸
（
串
本
町
）、橋
杭
岩
（
同
上
）
な
ど
が
即
座
に
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

乱
歩
は
短
編
か
ら
長
編
へ
、
小
説
の
構
造
を
シ
フ
ト
さ
せ
る
た
め
の
ア

イ
デ
ア
を
得
よ
う
と
、
一
九
二
七
年
か
ら
こ
の
紀
州
沿
岸
を
旅
す
る
が
、

こ
の
沿
岸
地
域
を
選
ん
だ
の
は
偶
然
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
選
択
動

機
を
推
測
さ
せ
得
る
資
料
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
乱
歩
が
小
酒
井
不
木
と

交
わ
し
た
往
復
書
簡
が
参
考
に
な
ろ
う
。
左
記
に
挙
げ
る
の
は
、
江
戸
川

乱
歩
か
ら
小
酒
井
不
木
宛
に
出
さ
れ
た
一
九
二
五
年
七
月
七
日
の
書
簡
の

一
部
で
あ
る
。

座
談
会
か
ら
は
よ
せ
書
き
を
御
送
り
致
し
て
置
き
ま
し
た
が
、
席

上
、
探
偵
小
説
を
盛
ん
に
す
る
為
に
は
、
何
よ
り
も
い
ゝ
も
の
を
書

く
こ
と
が
先
決
問
題
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
創
作

は
余
り
じ
み
な
も
の
ば
か
り
で
、
面
白
味
に
欠
く
る
所
が
あ
る
故
、

も
つ
と
リ
ユ
パ
ン
式
の
変
化
あ
る
も
の
を
書
か
う
と
い
ふ
こ
と
、
な

ど
申
合
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は
柄
に
も
な
い
小
生
の
発
議
で
す
。
な
ん

と
か
し
て
そ
ん
な
も
の
が
書
き
度
い
と
思
ふ
の
で
す
。

大
分
前
か
ら
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
に
リ
ユ
パ
ン
風
の
長
い
続
き
物

を
と
い
ふ
注
文
を
受
け
て
居
り
ま
す
が
、
ど
う
も
柄
に
な
い
為
手
が

つ
け
ら
れ
ず
そ
の
ま
ま
に
し
て
居
り
ま
す
。
併
し
、
さ
う
い
ふ
も
の

も
書
か
な
け
れ
ば
創
作
探
偵
小
説
の
普
及
に
な
ら
な
い
と
信
じ
ま
す

の
で
、
何
と
か
し
て
書
く
つ
も
り
で
は
居
り
ま
す
。

 

（
浜
田
雄
介
編
『
子
不
語
の
夢
』
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁　
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皓
星
社　

二
〇
〇
四
年
十
月
）

こ
の
往
復
書
簡
は
、
乱
歩
が
一
九
二
五
年
と
い
う
時
期
に
早
く
も
長
編

探
偵
小
説
を
志
向
し
て
い
た
こ
と
と
、
そ
の
理
想
型
と
し
て
モ
ー
リ
ス
・

ル
ブ
ラ
ン
が
も
の
し
た
ア
ル
セ
ー
ヌ
・
ル
パ
ン
の
作
品
群
を
意
識
し
て
い

た
事
実
と
を
伝
え
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
作
家
モ
ー
リ
ス
・
ル
ブ
ラ
ン
（M

aurice Leblanc, 1864

～1941

）
は
、「
ア
ル
セ
ー
ヌ
・
ル
パ
ン
の
逮
捕
」（
一
九
〇
五
年
）
で
颯

爽
と
し
た
怪
盗
紳
士
を
初
登
場
さ
せ
て
以
降
、「
ル
パ
ン
最
後
の
事
件
」（
一

九
三
九
年
）
ま
で
、
こ
の
痛
快
な
快
男
子
の
物
語
を
紡
ぎ
続
け
た(3)。
日
本

で
は
早
く
も
明
治
末
期
に
は
翻
案
紹
介
が
な
さ
れ
て
お
り
、
先
行
研
究
で

は
「
サ
ン
デ
ー
」
一
九
〇
九
年
一
月
三
日
号
掲
載
の
「
泥
棒
の
泥
棒
」（
原

作
は
『
怪
盗
紳
士
ル
パ
ン
』
所
収
の
「
黒
真
珠
」）
が
嚆
矢
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
乱
歩
は
早
稲
田
大
学
在
学
中
の
一
九
一
六
年
～
一
九
年
に
か
け

て
の
読
書
メ
モ
を
『
奇
譚
』
と
題
し
て
一
冊
の
本
に
ま
と
め
た
が
、
そ
の

中
に
ル
ブ
ラ
ン
に
つ
い
て
「
原
書
モ
英
訳
モ
未
ダ
知
ラ
ヌ
。
春
影
ノ
四
訳

ニ
ヨ
ッ
テ
間
接
に
知
ル
ノ
ミ
ダ
」（CH

A
PT
ER4

）
と
書
い
て
い
る
。「
春

影
の
四
訳
」
と
は
、
三
津
木
春
影
の
翻
訳
本
『
古
城
の
秘
密
（
前
篇
）（
後

篇
）』（
武
侠
世
界
社　

一
九
一
二
年
～
一
三
年
）、『
金
剛
石
』（
武
侠
世

界
社　

一
九
一
二
年
）、（『
大
宝
窟
王
（
前
篇
）（
後
篇
）』（
武
侠
世
界
社　

一
九
一
二
年
～
一
三
年
）
を
指
す
か
と
推
測
さ
れ
る
。
後
に
ル
パ
ン
の
翻

訳
者
と
し
て
第
一
人
者
と
な
る
保
篠
龍
緒
に
よ
る
初
の
ル
パ
ン
訳
は
『
ア

ル
セ
ー
ヌ
・
ル
パ
ン
叢
書
１　

怪
紳
士
』（
金
剛
社　

一
九
一
八
年
四
月
）

だ
。
ま
た
、『
新
青
年
』
に
初
め
て
ル
パ
ン
作
品
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
「
青

い
型
録
」（
一
九
二
〇
年
八
月
号
～
十
月
号
）
で
、
こ
れ
以
降
、
保
篠
龍
緒

に
よ
っ
て
『
新
青
年
』
誌
上
で
ル
パ
ン
作
品
は
多
数
翻
訳
さ
れ
て
い
っ
た
。

乱
歩
は
『
新
青
年
』
に
掲
載
さ
れ
た
ル
パ
ン
作
品
を
作
家
デ
ビ
ュ
ー
前
に

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
読
ん
で
い
る
。
ル
パ
ン
作
品
を
面
白
く
読
ん
だ
そ
の
当

時
の
記
憶
が
、
後
年
に
な
っ
て
も
乱
歩
の
胸
中
か
ら
去
ら
ず
、
自
身
の
創

作
の
重
要
な
指
針
の
一
つ
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る(4)。

そ
こ
で
思
い
当
た
る
の
が
、
ル
パ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
も
傑
作
の
誉

れ
の
高
い
「
奇
岩
城
」
で
あ
る
。「
奇
岩
城
」
は
一
九
○
九
年
に
発
表
さ
れ

た
小
説
で
、
ル
パ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
長
編
第
一
作
目
に
あ
た
る
。

原
題
は
「L'A

iguille creuse

（
空
洞
の
針
）」
で
、
中
が
空
洞
と
な
っ
て

い
る
巨
大
な
奇
岩
に
ル
パ
ン
の
ア
ジ
ト
が
あ
る
と
い
う
着
想
の
本
作
は
、

ル
パ
ン
作
品
の
代
表
作
と
み
な
さ
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
評
価
が
高
い
。

日
本
で
の
人
気
も
高
く
、前
述
の
三
津
木
春
影
「
大
宝
窟
王
」
は
こ
の
「
奇

岩
城
」
の
翻
訳
で
あ
る
。
春
影
訳
の
印
象
が
強
か
っ
た
乱
歩
が
、
長
編
小

説
の
創
作
方
法
を
ま
ず
は
「
奇
岩
城
」
の
テ
ク
ス
ト
構
造
に
倣
う
こ
と
に

求
め
た
と
い
う
推
測
は
無
理
が
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
奇
岩
城
」の
舞
台
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
に
は
、

ル
パ
ン
が
ア
ジ
ト
に
し
た
よ
う
な
奇
岩
が
実
際
に
数
多
く
存
在
し
、
当
時

も
今
も
観
光
名
所
と
な
っ
て
い
る
。
モ
ー
リ
ス
・
ル
ブ
ラ
ン
は
ノ
ル
マ
ン

デ
ィ
ー
地
方
の
ル
ー
ア
ン
出
身
で
、
こ
の
地
一
帯
の
風
景
を
熟
知
し
て
い

― 5 ―



た
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ル
ワ
ー
ル
（Jacques D

erouard, 1950

～
）
に

よ
る
ル
ブ
ラ
ン
の
評
伝
に
よ
れ
ば
、
ル
ブ
ラ
ン
は
一
九
三
三
年
に
語
っ
た

思
い
出
話
の
中
で
、
幼
少
期
に
エ
ト
ル
タ
の
断
崖
を
知
っ
て
い
た
と
い
う(5)。

エ
ト
ル
タ
の
断
崖
と
は
、ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
域
圏
セ
ー
ヌ
・
マ
リ
テ
ィ
ー

ヌ
県
に
あ
る
石
灰
質
で
で
き
た
断
崖
が
続
く
海
岸
一
帯
の
こ
と
で
、
ア
ー

チ
状
を
な
す
「
ア
ヴ
ァ
ル
の
門
」
や
「
針
岩
」
と
呼
ば
れ
る
奇
岩
が
あ
り
、

ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ク
ー
ル
ベ
や
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
が
絵
に
描
い
た
こ
と
で

も
有
名
で
あ
る
。
ル
ブ
ラ
ン
は
自
身
の
幼
少
年
期
に
触
れ
た
ノ
ル
マ
ン

デ
ィ
ー
の
風
景
を
生
涯
愛
し
、
ル
パ
ン
の
活
躍
す
る
物
語
の
舞
台
と
し
て

郷
愁
を
こ
め
て
活
用
し
た
の
で
あ
る
。

乱
歩
は
自
身
の
創
作
を
長
編
へ
シ
フ
ト
さ
せ
る
た
め
に
「
奇
岩
城
」
に

着
想
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
と
共
に
、
自
身
に
印
象
を
深
く
与
え
た
実
際
の
風

景
を
活
用
す
る
ル
ブ
ラ
ン
の
顰ひ

そ
みに

倣
っ
て
、
一
九
二
七
～
二
八
年
に
旅
し

た
紀
州
沿
岸
の
奇
岩
を
フ
ラ
ン
ス
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
の
エ
ト
ル
タ

の
そ
れ
に
な
ぞ
ら
え
、「
孤
島
の
鬼
」
の
舞
台
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

も
し
く
は
逆
に
、
彷
徨
し
て
い
た
紀
州
沿
岸
の
風
景
が
、
ル
パ
ン
の
「
奇

岩
城
」
の
そ
れ
に
相
似
し
て
い
る
こ
と
に
旅
の
空
で
気
づ
い
た
か
。
こ
う

し
た
推
測
の
も
と
に
、
次
な
る
調
査
は
、
実
際
に
紀
州
沿
岸
お
よ
び
岩
屋

島
の
モ
デ
ル
の
実
見
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
に
移
っ
た
。

三
、
九
龍
島
の
踏
査

二
○
二
○
年
十
二
月
十
九
日
。
い
よ
い
よ
、
九
龍
島
へ
渡
る
。
天
候
は

快
晴
。
眩
し
く
太
陽
が
輝
き
、
十
二
月
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
暖
か
い
。
ま

さ
に
小
春
日
和
そ
の
も
の
の
天
気
に
恵
ま
れ
た
。
串
本
駅
前
の
バ
ス
停
か

ら
ロ
ー
カ
ル
バ
ス
に
乗
り
、
揺
ら
れ
る
こ
と
二
十
分
程
度
で
、
古
座
川
の

渡
し
船
の
発
着
場
に
至
る
。
閑
静
な
屋
並
み
が
連
な
り
、
そ
の
建
築
の
様

子
を
見
る
に
、
昔
は
こ
の
あ
た
り
一
帯
が
船
宿
で
あ
っ
た
ら
し
い
名
残
が

偲
ば
れ
た
（
図
２
）。

そ
の
う
ち
の
一
軒
「
藤
田
渡
船
」
で
船
を
出
し
て
も
ら
い
、
午
後
一
時

頃
に
乗
船
す
る
。
渡
し
場
か
ら
は
向
か
っ
て
東
南
の
方
角
に
九
龍
島
は
あ

る
。
太
陽
を
背
に
し
た
島
の
シ
ル
エ
ッ
ト
は
、
主
観
で
は
岩
屋
島
の
描
写

に
適
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
が
ど
う
で
あ
ろ
う
か
（
図
３
）。 

エ
ン
ジ
ン
の
か
か
る
船
で
お
よ

そ
十
分
で
九
龍
島
に
到
着
し
た
。

手
漕
ぎ
の
船
で
は
、
倍
の
時
間
が

か
か
る
か
も
し
れ
な
い
。
串
本
港

か
ら
は
遠
す
ぎ
る
が
、
古
座
漁
村

あ
た
り
か
ら
は
じ
ゃ
っ
か
ん
近
い

か
。
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
島
に
降
り

立
っ
て
み
る
と
、
そ
の
風
景
は
岩

屋
島
を
想
起
さ
せ
る
に
足
る
も
の

で
あ
っ
た
。
海
水
が
侵
食
し
た
洞

穴
は
島
の
あ
ち
こ
ち
に
存
在
し
て

図 2　古座川から古座の屋並みを眺める
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い
て
、
地
下
洞
窟
に
こ
そ
な
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
神
秘
的
な
眺
め
を
作

り
出
し
て
お
り
（
図
４
）、
満
潮
時
に
は
海
水
で
満
た
さ
れ
る
。
渚
か
ら
島

の
頂
上
へ
は
険
し
い
石
段
が
こ
し
ら
え
ら
れ
て
い
た
。今
回
は
昇
ら
な
か
っ

た
が
、
後
日
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、
こ
の
石
段
を
上
が
り
き
っ

た
所
に
は
社
が
あ
る
よ
う
だ
。『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
記
載
さ
れ
た
弁
天
社

で
あ
ろ
う
か
。

船
で
島
を
一
周
し
て
み
る
と
、
岩
鼻
が
一
方
に
長
々
と
突
き
出
し
て
い

て
、
広
大
で
は
な
い
が
居
住
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
そ
う
な
余
地
が
あ
る
。

九
龍
島
に
隣
接
す
る
島
に
い
た
釣
り
人
に
聞
け
ば
、
ク
エ
な
ど
の
魚
の
釣

り
場
で
も
あ
る
と
の
こ
と
。
存
外
に
こ
の
島
へ
は
、
釣
り
目
的
で
訪
れ
る

人
々
が
多
い
そ
う
で
、
船
で
の
本
土
と
の
往
来
は
か
な
り
頻
繁
ら
し
い
。

そ
れ
ほ
ど
た
や
す
く
行
け
る
な
ら
ば
、
一
九
二
七
～
八
年
当
時
に
乱
歩
が

九
龍
島
へ
渡
っ
た
蓋
然
性
は
十
分
あ
り
得
る
。

し
か
も
、
土
地
の
人
の
話
に
よ
れ
ば
、
こ
の
島
で
は
精
進
蟹
と
い
う
蟹

が
生
息
し
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
精
進
蟹
は
熱
帯
～

温
帯
地
域
の
外
洋
に
面
し
た
岩
礁
海
岸
に
生
息
す
る
蟹
で
、
甲
羅
は
最
大

で
六
セ
ン
チ
幅
、
甲
羅
表
面
に
は
毛
が
密
生
し
て
い
る
。
人
間
の
食
用
に

適
し
、
味
噌
汁
の
具
に
も
な
る
。
ハ
サ
ミ
は
あ
る
が
握
力
は
弱
い
の
で
、

捕
獲
す
る
の
は
た
や
す
い
と
言
わ
れ
る
か
ら
、「
孤
島
の
鬼
」
で
洞
窟
内
を

さ
ま
よ
い
な
が
ら
諸
戸
と
簑
浦
が
捕
ま
え
て
食
べ
た
蟹
は
、
こ
の
精
進
蟹

を
想
定
し
た
着
想
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
諸
戸
と
簑
浦
が
洞
穴
で
蟹

を
食
す
る
場
面
は
以
下
で
あ
る
。

「
お
前
た
ち
、
ひ
ど
く
弱
っ
て
い
る
あ
ん
ば
い
だ
ね
。
腹
が
へ
っ
て

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
ね
。
そ
れ
な
ら
、
こ
こ
に
わ
し
の
食
い
残
り
が

あ
る
か
ら
、
た
べ
な
さ
る
が
よ
い
。
食
い
物
の
心
配
は
い
ら
な
い
よ
、

こ
こ
に
は
大
ガ
ニ
が
ウ
ジ
ャ
ウ
ジ
ャ
い
る
ん
だ
か
ら
ね
」

徳
さ
ん
が
ど
う
し
て
生
き
て
い
た
か
と
、
不
審
に
た
え
な
か
っ
た

が
、
な
る
ほ
ど
、
彼
は
カ
ニ
の
生
肉
で
飢
を
い
や
し
て
い
た
の
だ
。

私
た
ち
は
そ
れ
を
徳
さ
ん
に
貰
っ
て
た
べ
た
。
冷
た
く
ド
ロ
ド
ロ
し

た
、
塩
っ
ぽ
い
寒
天
み
た
い
な
も
の
だ
っ
た
が
、
実
に
う
ま
か
っ
た
。

私
は
あ
と
に
も
先
に
も
、
あ
ん
な
う
ま
い
物
を
食
べ
た
こ
と
が
な
い
。

私
た
ち
は
徳
さ
ん
に
せ
が
ん
で
、
さ
ら
に
幾
匹
か
の
大
ガ
ニ
を
捕

え
て
も
ら
い
、
岩
に
ぶ
つ
け
て
甲
羅
を
割
っ
て
、
ペ
ロ
ペ
ロ
と
平
ら

図 3　九龍島の全景

図 4　九龍島の洞穴
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げ
た
。
い
ま
考
え
る
と
無
気
味
に
も
汚
な
く
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
の

と
き
は
、
ま
だ
モ
ヤ
モ
ヤ
と
動
い
て
い
る
太
い
足
を
つ
ぶ
し
て
、
そ

の
中
の
ド
ロ
ド
ロ
し
た
も
の
を
啜
る
の
が
、
な
ん
と
も
い
え
ず
う
ま

か
っ
た
。

も
っ
と
も
、
諸
戸
と
簑
浦
が
迷
い
込
ん
だ
洞
窟
に
つ
い
て
は
、
本
文
で

「
地
中
の
石
灰
岩
の
層
を
、
雨
水
が
浸
蝕
し
て
、
と
ん
で
も
な
い
地
下
の
通

路
が
出
来
て
」
と
諸
戸
の
言
葉
で
説
明
さ
れ
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
九
龍

島
や
そ
の
近
辺
に
は
石
灰
岩
で
で
き
た
洞
穴
や
鍾
乳
洞
の
類
は
な
い
。
藤

原
氏
の
示
唆
で
は
、
和
歌
山
県
有
田
市
の
周
辺
や
三
重
県
志
摩
半
島
か
ら

西
の
周
辺
に
石
灰
岩
層
の
鍾
乳
洞
が
散
見
す
る
よ
う
で
、
と
す
れ
ば
、
乱

歩
は
志
摩
付
近
の
鍾
乳
洞
に
は
行
け
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
記
憶
を
九

龍
島
に
合
体
さ
せ
て
、
岩
屋
島
を
想
像
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
は
、

「
奇
岩
城
」
の
記
述
を
下
敷
き
に
用
い
た
と
す
れ
ば
、
エ
ト
ル
タ
の
断
崖
は

石
灰
質
な
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
テ
ク
ス
ト
中
に
は
初
代
の
回
想
で
、「
ち
ょ
う
ど
牛
の
ね
た
形
で
、

ど
こ
か
の
陸
が
見
え
る
」
と
い
う
言
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
ぴ
っ
た
り
該
当

す
る
陸
地
を
は
っ
き
り
指
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
が
、
新
宮
～
串
本

間
に
位
置
す
る
那
智
勝
浦
の
海
岸
に
は
、
ら
く
だ
岩
や
ラ
イ
オ
ン
島
と
呼

ば
れ
る
動
物
の
シ
ル
エ
ッ
ト
に
似
た
奇
岩
が
点
在
し
て
お
り
、
或
い
は
こ

れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
着
想
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
の
踏
査
か
ら
、「
孤
島
の
鬼
」
の
岩
屋
島
の
モ
デ
ル
は
、
や
は
り
新

宮
以
南
の
古
座
～
串
本
付
近
お
よ
び
九
龍
島
が
有
力
候
補
か
と
推
測
さ
れ

る
。
と
は
い
え
、
そ
れ
が
唯
一
の
モ
デ
ル
と
絞
り
切
る
よ
り
も
、
着
想
の

大
半
は
こ
の
付
近
の
風
景
と
し
て
、
そ
こ
に
鳥
羽
造
船
所
時
代
の
思
い
出

や
「
奇
岩
城
」
か
ら
の
引
用
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
ま
さ
に
風
景
の
パ
ー

0

0

0

0

0

ツ
化
0

0

で
ジ
オ
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
再
構
成
し
た
も
の
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。

お
わ
り
に

以
上
で
、「
孤
島
の
鬼
」
着
想
を
巡
る
補
遺
論
は
擱
筆
す
る
が
、
和
歌
山

の
沿
岸
風
景
と
乱
歩
作
品
の
リ
ン
ク
は
存
外
に
根
深
い
も
の
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

と
い
う
の
も
、乱
歩
は
一
九
三
六
年
一
月
か
ら
『
講
談
倶
楽
部
』
に
「
緑

衣
の
鬼
」
の
連
載
を
開
始
す
る
が
、
そ
こ
で
も
和
歌
山
の
風
景
を
舞
台
に

用
い
て
い
る
の
だ(6)。
こ
こ
で
は
は
っ
き
り
「
紀
伊
半
島
の
南
端
、
Ｋ
と
い

う
田
舎
町
」
と
設
定
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
串
本
町
の
こ
と
だ
と
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
Ｋ
と
い
う
田
舎
町
に
住
ん
で
い
る
の
が
粘
菌
類
の
研
究
に

没
頭
し
て
い
る
民
間
の
老
学
者
と
き
て
い
る
の
だ
か
ら
、
モ
デ
ル
は
南
方

熊
楠
以
外
の
何
者
で
も
な
か
ろ
う
。
老
学
者
の
名
前
は
夏
目
菊
太
郎
で
、

「
孤
島
の
鬼
」
の
簑
浦
金
之
助
と
同
じ
く
夏
目
漱
石
か
ら
の
発
想
が
認
め
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
名
前
「
芳
枝
」
に
つ
い
て
は
、
森
永
香
代

氏
か
ら
熊
楠
の
妻
「
松
枝
」
と
娘
「
文
枝
」
の
名
前
と
の
関
連
を
示
唆
い

た
だ
い
た
。
夏
目
菊
太
郎
の
甥
の
太
郎
の
緑
色
狂
に
つ
い
て
も
、
熊
楠
の
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長
男
が
精
神
病
発
症
で
五
十
三
歳
で
亡
く
な
っ
た
事
実
と
符
合
す
る
感
が

な
く
も
な
い
。

乱
歩
と
和
歌
山
の
リ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
調
査
研
究
が

必
要
と
思
わ
れ
る
。

注⑴　

森
下
時
雄
『
探
偵
小
説
の
父　

森
下
雨
村
』
一
二
三
頁
（
文
源
庫　

二
〇
〇
七
年
十
一
月
）

⑵　

熊
楠
が
一
九
一
一
年
八
月
に
松
村
任
三
（
帝
大
教
授
、
植
物
学
）
に

宛
て
て
書
い
た
二
通
の
私
信
（
意
見
書
）。
書
簡
の
仲
介
を
頼
ま
れ
た

柳
田
国
男
の
手
で
同
年
九
月
に
五
〇
部
の
私
家
版
と
し
て
冊
子
の
形

に
編
ま
れ
、『
南
方
二
書
』
と
題
し
て
発
行
さ
れ
た
。
後
、
内
容
を
修

正
し
、
第
一
書
簡
は
『
山
岳
』
一
九
一
一
年
十
一
月
号
に
、
第
二
書

簡
は
同
雑
誌
一
九
一
二
年
五
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。「
黒
島
」
の
記
載

が
あ
る
の
は
第
一
書
簡
で
あ
る
。

⑶　

二
〇
一
二
年
五
月
に
、
ル
ブ
ラ
ン
の
未
発
表
原
稿
「
ル
パ
ン
、
最
後

の
恋
」
が
フ
ラ
ン
ス
で
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
原
稿
は
二
〇
一
一
年
に

ル
ブ
ラ
ン
の
孫
娘
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
一
九
三
六
年
九

月
に
い
っ
た
ん
完
成
さ
れ
た
が
、
推
敲
を
経
な
い
う
ち
に
ル
ブ
ラ
ン

は
脳
血
栓
の
発
作
に
よ
っ
て
倒
れ
、
こ
の
原
稿
の
存
在
は
忘
れ
去
ら

れ
た
と
さ
れ
る
。

⑷　

乱
歩
は
子
供
の
頃
の
読
書
の
影
響
を
後
の
創
作
の
基
調
と
す
る
作
家

だ
っ
た
。
黒
岩
涙
香
や
菊
池
幽
芳
の
影
響
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。

⑸　

ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ル
ワ
ー
ル
『
い
や
い
や
な
が
ら
ル
パ
ン
を
生
み
出

し
た
作
家　

モ
ー
リ
ス
・
ル
ブ
ラ
ン
伝
』
二
四
頁
（
小
林
佐
江
子
訳　

国
書
刊
行
会　

二
〇
一
九
年
九
月
）

⑹　
「
緑
衣
の
鬼
」
は
、
東
京
銀
座
で
事
件
の
発
端
が
起
こ
っ
た
後
、
伊
豆

半
島
、和
歌
山
へ
と
、物
語
の
進
行
に
連
れ
て
風
景
が
移
行
し
て
い
く
。

物
語
の
進
行
と
風
景
の
移
行
が
連
動
す
る
手
法
は
、「
孤
島
の
鬼
」
で

乱
歩
が
編
み
出
し
た
長
編
探
偵
小
説
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
り
、
講
談

社
系
雑
誌
で
の
連
載
第
一
作
と
な
る
「
蜘
蛛
男
」
で
も
踏
襲
さ
れ
て

い
る
。

本
稿
の
執
筆
に
は
、
湯
浅
篤
志
氏
、
加
藤
周
三
氏
、
藤
原
正
明
氏
、
森

永
香
代
氏
か
ら
貴
重
な
ご
教
示
と
資
料
提
供
を
い
た
だ
い
た
。
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
こ
ま
つ
・
し
ょ
う
こ　

本
学
文
学
部
教
授
）
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